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１　予算の規模

■ 予算総計表

平成26年度 平成25年度 増減額 伸率

23,119,000 21,914,000 1,205,000 5.5

14,467,342 13,665,483 801,859 5.9

国民健康保険 6,466,683 6,282,483 184,200 2.9

後期高齢者医療 1,416,662 1,329,125 87,537 6.6

介護保険 3,940,184 3,696,863 243,321 6.6

下水道事業 2,559,308 2,272,864 286,444 12.6

農業集落排水処理施設事業 5,933 6,895 △ 962 △ 14.0

三ケ峯台団地汚水処理事業 9,954 10,798 △ 844 △ 7.8

南山エピック団地汚水処理事業 8,112 6,620 1,492 22.5

五色園団地汚水処理事業 60,506 59,835 671 1.1

37,586,342 35,579,483 2,006,859 5.6合計

（単位：千円、％）

会計名

一般会計

特別会計

○平成２６年度の当初予算は、平成２１年度に導入した「枠配分方式」
による編成方式を改め、一から事業の見直しを行いました。これによ
り事業の固定化を精査し、さらなる効率的な予算配分を行い、事業費
全般の経費節減にも努めます。また、主要事業として、「市制２０周
年記念事業」をはじめ「子育て関連事業」「健康長寿関連事業」「安
全安心関連事業」を柱とした予算編成を行いました。

○平成２６年度当初予算は、一般会計と８つの特別会計の総額で３７５
億８，６３４万２千円となります。平成２５年度当初予算と比較する
と２０億６８５万９千円、５．６％の増加となります。一般会計当初
予算額は、２３１億１，９００万円となり、平成２５年度当初予算と
比較すると「東部地区保育園」の建設事業や消費税率引上げによる影
響を緩和するための給付措置として、臨時福祉給付金、子育て世帯臨
時特例給付金、愛知県子育て支援減税手当などの給付事業を行うこと
などにより１２億５００万円、５．５％の増加となります。

○市税が僅かながら回復基調となっていますが、消費税率の引き上げに
伴う経費の増加が予想されています。
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■ 最近１０年間の予算額の推移
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２　歳入の状況（一般会計）

■ 歳入款別一覧表

款 款名称 平成26年度 平成25年度 増減額 伸率
26年度
構成比

25年度
構成比

1 市税 13,905,336 13,681,038 224,298 1.6 60.1 62.4

2 地方譲与税 206,000 220,000 △ 14,000 △ 6.4 0.9 1.0

3 利子割交付金 44,000 44,000 0 0.0 0.2 0.2

4 配当割交付金 95,000 38,000 57,000 150.0 0.4 0.1

5 株式等譲渡所得割交付金 16,000 9,000 7,000 77.8 0.1 0.0

6 地方消費税交付金 832,000 718,000 114,000 15.9 3.6 3.3

7 ゴルフ場利用税交付金　 1,600 1,600 0 0.0 0.0 0.0

8 自動車取得税交付金 54,000 118,000 △ 64,000 △ 54.2 0.2 0.5

9 地方特例交付金 82,000 84,000 △ 2,000 △ 2.4 0.4 0.4

10 地方交付税 260,000 200,000 60,000 30.0 1.1 0.9

11 交通安全対策特別交付金 13,702 13,175 527 4.0 0.1 0.1

12 分担金及び負担金 463,162 431,783 31,379 7.3 2.0 2.0

13 使用料及び手数料 178,706 189,439 △ 10,733 △ 5.7 0.8 0.9

14 国庫支出金　 2,861,553 2,336,339 525,214 22.5 12.4 10.7

15 県支出金　 1,435,936 1,293,226 142,710 11.0 6.2 5.9

16 財産収入　 22,876 21,280 1,596 7.5 0.1 0.1

17 寄附金　 5 5 0 0.0 0.0 0.0

18 繰入金　 703,504 767,197 △ 63,693 △ 8.3 3.0 3.5

19 繰越金　 300,000 300,000 0 0.0 1.3 1.4

20 諸収入 799,720 771,518 28,202 3.7 3.5 3.5

21 市債 843,900 676,400 167,500 24.8 3.6 3.1

23,119,000 21,914,000 1,205,000 5.5 100.0 100.0

自主財源 16,373,309 16,162,260 211,049 1.3 70.8 73.8

依存財源 6,745,691 5,751,740 993,951 17.3 29.2 26.2

一般財源 17,137,766 16,760,448 377,318 2.3 74.1 76.5

特定財源 5,981,234 5,153,552 827,682 16.1 25.9 23.5

合計

内
　
訳

（単位：千円、％）
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○市税は、個人所得の増加、景気回復などの影響により個人市民税や法
人市民税が増加するなどして、２億２，４２９万８千円、１．６％の
増加となります。

○地方消費税交付金は、消費税率の引上げに伴い１億１，４００万円、
１５．９％の増加となります。

○国庫支出金は、児童手当や生活保護などの扶助費に伴う負担金が減少
するものの、市道整備事業、区画整理事業などの社会資本整備に伴う
交付金や消費税率引上げによる影響を緩和するための給付措置とし
て、臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金などの給付事業に伴
う補助金が増加するなどして５億２，５２１万４千円、２２．５％の
増加となります。

○県支出金は、認可保育所建設事業に伴う補助金が皆減したものの、愛
知県子育て支援減税手当や自立支援給付費に伴う補助金が増加するこ
となどから、１億４，２７１万円、１１．０％の増加となります。

○繰入金は、災害対策基金繰入金、地域福祉基金繰入金が皆減したた
め、６，３６９万３千円、８．３％の減少となります。

○市債は、「東部地区保育園整備事業」「小中学校トイレ改修事業」
「小中学校体育館天井改修事業」を行うことから、１億６，７５０万
円、２４．８％の増加となります。

○自主財源比率は、自主財源以上に依存財源が増加したことにより３．
０ポイント減少の７０．８％、一般財源比率は、２．４ポイント減少
の７４．１％となります。

自主財源

70.8%

依存財源

29.2%

歳入予算額構成比

予算額
231億1,900万円

市税
60.1％

繰入金
3.0%

諸収入
3.5%

分担金・負担金
使用料・手数料

財産収入
寄附金・繰越金

4.2%

国庫支出金
12.4%

県支出金
6.2%

市債
3.6％

地方譲与税
各種交付金
地方交付税

7.0%
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３　市税の状況（一般会計）

■ 市税内訳表

平成26年度 平成25年度 増減額 伸率
26年度
構成比

25年度
構成比

6,586,242 6,376,052 210,190 3.3 47.4 46.6

772,973 743,538 29,435 4.0 5.5 5.4

5,584,909 5,566,627 18,282 0.3 40.2 40.7

土地 2,346,209 2,359,639 △ 13,430 △ 0.6 16.9 17.2

家屋 2,522,397 2,531,346 △ 8,949 △ 0.4 18.2 18.5

償却資産 656,367 612,283 44,084 7.2 4.7 4.5

滞納繰越分 46,640 50,071 △ 3,431 △ 6.9 0.3 0.4

国有資産等 13,296 13,288 8 0.1 0.1 0.1

93,295 92,635 660 0.7 0.7 0.7

388,151 428,327 △ 40,176 △ 9.4 2.8 3.1

1 1 0 0.0 0.0 0.0

2,700 3,000 △ 300 △ 10.0 0.0 0.0

477,065 470,858 6,207 1.3 3.4 3.5

13,905,336 13,681,038 224,298 1.6 100.0 100.0

■ 最近１０年間の市税の当初予算計上額の推移

（単位：千円、％）
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○市税の総額は、１３９億５３３万６千円で、前年度と比べて、２億
２，４２９万８千円、１．６％の増加となります。

○個人市民税は、個人所得の増加などの影響により、２億１，０１９万
円、３．３％の増加となります。

○法人市民税は、景気が回復傾向にあることから、２，９４３万５千
円、４．０％の増加となります。

○固定資産税は、設備投資の増加などの影響により、１，８２８万２千
円、０．３％の増加となります。

○軽自動車税は、引き続き登録台数が増加傾向にあることから、６６万
円、０．７％の増加となります。

○市たばこ税は、販売本数の減少により、４，０１７万６千円、９．

４％の減少となります。

○都市計画税は、住宅建築の増加などの影響により、６２０万７千円、
１．３％の増加となります。

個人市民税 47.4%

法人市民税 5.5%

固定資産税 40.2%

都市計画税 3.4%

軽自動車税 0.7%

市たばこ税 2.8%
その他 0.0%

市税内訳
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４　歳出の状況（一般会計）

■ 歳出款別一覧表（一般会計）

款 款名称 平成26年度 平成25年度 増減額 伸率
26年度
構成比

25年度
構成比

1 議会費 267,670 272,475 △ 4,805 △ 1.8 1.2 1.2

2 総務費 2,441,089 2,403,045 38,044 1.6 10.6 11.0

3 民生費　 9,490,728 8,837,765 652,963 7.4 41.1 40.3

4 衛生費　　　　　 2,038,506 2,014,470 24,036 1.2 8.8 9.2

5 農林水産業費　 150,309 147,727 2,582 1.7 0.6 0.7

6 商工費　 212,607 211,647 960 0.5 0.9 1.0

7 土木費　　　　 2,913,085 2,554,490 358,595 14.0 12.6 11.7

8 消防費　　 906,550 951,675 △ 45,125 △ 4.7 3.9 4.3

9 教育費　 3,133,416 2,906,218 227,198 7.8 13.6 13.3

10 災害復旧費　 6 6 0 0.0 0.0 0.0

11 公債費　 1,531,696 1,579,894 △ 48,198 △ 3.1 6.6 7.2

12 諸支出金　 3,338 4,588 △ 1,250 △ 27.2 0.0 0.0

13 予備費　 30,000 30,000 0 0.0 0.1 0.1

23,119,000 21,914,000 1,205,000 5.5 100.0 100.0

（単位：千円、％）

合計

議会費

1.2%
総務費

10.6%

民生費

41.1%

衛生費

8.8%
農林水産業費

0.6%

商工費

0.9%

土木費

12.6%

消防費

3.9%

教育費

13.6%

公債費

6.6%

その他

0.1%

歳出予算額構成比予算額
231億1,900万円
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○総務費は、愛知県知事選挙事務、愛知県議会議員選挙事務、地域公共交通
会議運営負担金などの増加により３，８０４万４千円、１．６％の増加と
なります。

○民生費は、東部地区保育園整備事業、民間保育所委託料及び運営費補助金
などの子育て関連事業をはじめ消費税率引上げによる影響を緩和するため
の給付措置として、臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金、愛知県
子育て支援減税手当の増加などにより、６億５，２９６万３千円、７．
４％の増加となります。

○衛生費は、可燃・不燃ごみ収集処理事業、一般成人健診事業などが増加し
たことなどにより２，４０３万６千円、１．２％の増加となります。

○土木費は、赤池箕ノ手土地区画整理推進支援事業、赤池駅前交通広場及び

周辺道路改良事業をはじめ道路修繕計画等委託料、市道藤島１号線整備事

業などの増加により、３億５，８５９万５千円、１４．０％の増加となり

ます。

○消防費は、防災同報システム整備工事、マンホールトイレ設置工事の減少
などにより、４，５１２万５千円、４．７％の減少となります。

○教育費は、小・中学校の体育館天井改修事業、赤池小学校の増築工事設計
委託料をはじめ旧市川家住宅の改修等を行う文化財補修等工事、市史編さ
ん事業が増加したことなどにより、２億２，７１９万８千円、７．８％の
増加となります。

○公債費は、平成５年度に借り入れた道路改良事業や中央福祉センターの用
地取得事業の起債償還が終わることなどにより、４，８１９万８千円、
３．１％の減少となります。

議会費 3,116
総務費 28,415

民生費 110,475

衛生費

23,729

農林水産業費

1,750

商工費 2,475

土木費 33,909

消防費 10,553

教育費 36,474

公債費 17,829

その他

388

１人あたりの歳出内訳

予算額(１人あたり) 269,113円

※平成26年1月1日人口：85,908人

（単位：円）
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５　歳出性質別の状況（一般会計）

■ 歳出性質別一覧表（一般会計）

平成26年度 平成25年度 増減額 伸率
26年度
構成比

25年度
構成比

義務的経費 9,928,419 10,006,878 △ 78,459 △ 0.8 43.0 45.7

人件費 4,193,943 4,200,696 △ 6,753 △ 0.2 18.2 19.2

扶助費 4,202,780 4,226,288 △ 23,508 △ 0.6 18.2 19.3

公債費 1,531,696 1,579,894 △ 48,198 △ 3.1 6.6 7.2

投資的経費 1,970,141 1,535,549 434,592 28.3 8.5 7.0

普通建設費 1,970,135 1,535,543 434,592 28.3 8.5 7.0

災害復旧費 6 6 0 0.0 0.0 0.0

その他の経費 11,220,440 10,371,573 848,867 8.2 48.5 47.3

物件費 5,462,090 5,101,590 360,500 7.1 23.6 23.3

維持補修費 332,107 313,200 18,907 6.0 1.4 1.4

補助費等 2,936,338 2,466,795 469,543 19.0 12.7 11.2

積立金 13,341 14,591 △ 1,250 △ 8.6 0.1 0.1

投資・出資・貸付金 120,001 128,001 △ 8,000 △ 6.2 0.5 0.6

繰出金 2,326,563 2,317,396 9,167 0.4 10.1 10.6

予備費 30,000 30,000 0 0.0 0.1 0.1

23,119,000 21,914,000 1,205,000 5.5 100.0 100.0

■ 最近１０年間の義務的経費の当初予算計上額の推移

（単位：千円、％）

※グラフでは、平成２２年度「竹の山小学校・日進北中学校」新設校用地取得事業借換分（１７億６,４００万円）が
含まれています。

性質名称

合計
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■ 最近１０年間の普通建設費の当初予算計上額の推移
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○義務的経費（人件費、扶助費、公債費の３つを指し、支出が義務づけられ任意に削減できない経

費）は、７，８４５万９千円、０．８％の減少となります。

○義務的経費の減少した主な理由は、扶助費が児童手当の減少などにより

２，３５０万８千円、０．６％減少し、公債費も、平成５年度に借り入れ

た、道路改良事業や中央福祉センターの用地取得事業の起債償還が終わる

ことなどにより４，８１９万８千円、３．１％減少したことなどによるも

のです。

○投資的経費は、４億３，４５９万２千円、２８．３％の増加となります。

○投資的経費が増加した主な理由は、東部地区保育園整備事業、赤池駅前交

通広場及び周辺道路改良事業などが増加したことによるものです。

○その他の経費は、８億４，８８６万７千円、８．２％の増加となります。

○その他の経費が増加した主な理由は、民間保育所「あかいけ屋下保育園」

開園に伴う民間保育所委託料をはじめ、放課後子ども教室運営委託料、道

路修繕計画等委託料などの増加により物件費が３億６，０５０万円の増

加、臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金、愛知県子育て支援減税

手当の支給事業に伴い補助費が４億６，９５４万３千円増加したことなど

によるものです。

○義務的経費は、増加傾向にありましたが、ここ数年は、ほぼ横ばいとなっ

ています。（平成２２年度は地方債の借換による増加。）

○普通建設費は年度による変動が大きく、平成１９年度は「図書館」「赤池

小学校」の建設事業、平成２１年度は「竹の山小学校・日進北中学校」の

用地取得、平成２３年度及び平成２４年度は、「竹の山小学校・日進北中

学校」の建設事業などにより増加しています。
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６　基金の状況（一般会計）

■ 基金残高表

基金名称
平成２５年度末
残高見込み

平成２６年度
繰入予定額

平成２６年度
積立予定額

（元金＋利子）

平成２６年度末
残高見込み

財政調整基金 1,495,355 597,000 2,001 900,356

減債基金 13,399 0 38 13,437

公共施設整備基金 303,689 100,000 10,500 214,189

地域福祉基金 517 0 0 517

東部丘陵保全基金 132,812 6,500 351 126,663

災害対策基金 143,921 0 451 144,372

合計 2,089,693 703,500 13,341 1,399,534

■ 最近１０年間の基金繰入金の当初予算計上額の推移

（単位：千円）

　

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

その他

公共施設整備基金

財政調整基金

百万円

年度

○平成２６年度の基金からの繰入金は、前年度比較６，３６９万３千
円、８．３％減少し、７億３５０万円となります。

○このうち、財源不足に対応するために財政調整基金からは前年度比
較５００万円、０．８％減少の５億９，７００万円を、公共施設整
備基金からは前年度と同額の１億円を繰り入れます。

○前年度からの繰越金による歳入増額や入札残・執行残による歳出減
額等が見込まれるため、実際に取り崩す額は、当初予算計上より減
少する見込みです。
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７　地方債の状況（一般会計）

■ 最近１０年間の市債（歳入）の当初予算計上額の推移

■ 最近１０年間の市債残高（見込み）の推移

※グラフでは、平成２２年度「竹の山小学校・日進北中学校」新設校用地取得事業借換分（１７億６,４００万
円）が含まれています。

※平成２５年度及び平成２６年度の残高は見込みです。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

百万円
市債残高のうち赤字地方債

市債残高のうち建設地方債

年度

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

百万円
市債発行額のうち赤字地方債

市債発行額のうち建設地方債

年度

○市債には、主として保育園や学校など公共施設を整備するための財源
として借入れるもの（建設地方債）と、一般財源の不足を補い、どの
ような経費にも充てられるもの（赤字地方債）とがあります。

○「東部地区保育園整備事業」「小中学校トイレ改修事業（南小・日進
西中）」及び「学校体育館天井改修事業（相野山小・香久山小・日進
東中）」を実施し、それらの建設事業の財源として、建設地方債を充
当します。

○上記事業の財源として、３億４，３９０万円を計上しており、建設地
方債は前年度比較で、１億６，７５０万円、９５．０％の増加となり
ます。

○また、一般財源の不足補填分として、臨時財政対策債を前年度と同額

の５億円計上しています。

○市債の残高は、「竹の山小学校・日進北中学校」の用地取得を行った
平成２１年度の約１７５億円をピークに少しずつ減少傾向にあります
が、臨時財政対策債等の赤字地方債の残高は、ここ数年、ほぼ横ばい
となっています。

12



８　都市計画税充当事業

■ 都市計画税充当表

国県
支出金

市債 一般財源

７
土木費

４
都市計
画費

３
土地区画
整理費

赤池箕ノ手土地区
画整理推進支援事
業

337,500 112,500 225,000 108,485

４
下水道費

下水道事業特別会
計繰出金

702,956 702,956 338,935

１１
公債費

１
公債費

１
元金

公園整備事業償還
金元金

53,216 53,216 25,658

２
利子

公園整備事業償還
金利子

8,268 8,268 3,987

1,101,940 112,500 989,440 477,065合計

一般財源
のうち

都市計画
税充当額

(単位：千円）

款 項 目 事業名 予算額

財源内訳

○都市計画税とは、市街化区域内に所在する土地又は家屋の所有者に対し
て課すことができる目的税です。都市計画事業又は土地区画整理事業に
要する経費に充当します。

○土地区画整理組合補助等事業、下水道事業特別会計への繰出金のほか、
平成１０～１２年度に借り入れた野方三ツ池公園整備事業、平成１５～
１８年度に借り入れた上納池スポーツ公園整備事業、平成１９～２１年
度に借り入れた街区公園整備事業の市債の元利償還金にも充当していま
す。

○充当金額は、４億７,７０６万５千円となっています。
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９　地方消費税交付金充当事業

■ 引上げ分の地方消費税交付金充当表

一般財源のう
ち引上げ分の
地方消費税交
付金充当額

国県
支出金

社
会
福
祉

障害者福祉事業

児童福祉事業

生活保護扶助事業

小計

その他
特定財源

一般財源

財源内訳

事業名 予算額

(単位：千円）

小計

保
健
衛
生

後期高齢者医療事業

福祉医療事業

疾病予防対策事業

小計

合計

892,529

2,071,244

220,000

3,183,773

484,589

486,826

971,415

560,957

957,505

563,911

2,082,373

6,237,561

社
会
保
険

国民健康保険事業

介護保険事業

58,203

322,482

6,946

574,963

1,639,554

173,750

2,388,267

106,715

387,631

2,882,613

2

14

1

17

20,601

7,077

27,678

27,695

106,715

502,754

614,422

549,888

317,564

431,676

46,249

795,489

377,874

1,667,064

3,327,253

13,235

17,991

1,927

33,153

15,748

20,289

36,037

20,953

25,607

22,917

69,477

138,667

486,826

864,700

○消費税率（国・地方）については、平成２６年４月１日より５％から
８％へ引き上げられることとなり、これに含まれる地方消費税率につ
いても、１％から１．７％に引き上げられることとなります。

○地方消費税率引上げ分の税収は、その使途を明確にし、主として今後
も増加が見込まれる社会保障経費の財源とすることとされます。

○引上げ分の地方消費税収は、障害者福祉事業、児童福祉事業、生活保
護扶助事業などの「社会福祉」や国民健康保険事業、介護保険事業な
どの「社会保険」、後期高齢者医療事業、福祉医療事業、疾病予防対
策事業などの「保健衛生」に係る事業に充当しています。

○引上げ後の地方消費税率が適用された地方消費税が国・県を通じ市町
村に交付されるまでには、一定期間を要することから、平成２６年度
は、地方消費税交付金の１２分の２に相当する額を社会保障経費に充
てることとし、その充当金額は、１億３,８６６万７千円（８億３，
２００万円の１２分の２）となっています。
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１０　一般会計予算を家計に例えると

予備費 1,000

0

△ 72,000

0
7,000

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

比較

1,000

53,000

7,000

△ 71,000

18,000

0

地方譲与税、交付税、交付
金、国・県支出金

73,000

1,000

16,000

補助費等、投資・出資・貸付
金

積立金

予備費

145,000 物件費

費目 平成26年度 平成21年度

平成21年度

402,000

84,000

0

599,000

平成21年度

給料

81,000

55,000

0

599,000

保険料・税金・
親戚や友人への援助

81,000

合計 615,000

消耗品・光熱水費・備品購入　等 127,000

貯金 0

61,000 普通建設費、維持補修費

34,000

132,000

食費 112,000 人件費

医療費 112,000 扶助費

111,000

59,000

費目 平成26年度 予算科目

22,000

繰入金（基金）

市債

合計 615,000

家族からの援助 0 繰入金（他会計）

貯金の取り崩し 19,000

ローン

19,000

94,000

比較

15,000

16,000

0

親からの援助

417,000
市税、負担金、使用料、手
数料等の自主財源

157,000

年度末市債残高

年度末基金残高

借金残高

貯金残高

4,726,000

447,000 915,000

△ 850,000

△ 468,000

5,576,000

家族への援助 62,000 繰出金

0

費目 平成26年度 予算科目

内容比較

ローンの返済 41,000 公債費

自宅の修繕、増改築

市の予算書等を見ても、金額が多いうえ言葉も専門的で分かりにくいとい
う方にも、より身近に感じていただくために、平成２６年度一般会計の当初
予算を年収５００万円の１ヶ月あたりの家計収支に例えてみるとともに５年
前の平成２１年度の当初予算と比較してみました。

収 入

支 出

借金及び貯金残高の見込

月給417,000円に対し、支出総額は615,000円もあります。支出の内訳をみてみる
と、最も多額になっているのは、消耗品・光熱水費・備品購入等の145,000円です。
また、簡単に削ることのできない食費、医療費、ローンの返済をあわせると265,000

円になります。

なお、月額の支出合計が月給を上回ることから、その不足分を親からの援助、貯金

の取り崩し、ローンなどで補っています。
平成21年度と比較すると支出では、自宅の修繕、増改築が減少しており、他の費用

のほとんどが増加しています。収入では、自宅の修繕、増改築に充てるローン（借入
金）が減少しており、給料は増加していますが、それ以上に親からの援助が増加して
いることが分かります。

当初の予定通り収入や支出が行われますと、平成２６年度末時点での借金残高が
4,726,000円、貯金残高が447,000円となります。
平成21年度と比較すると借金残高は減少していますが、貯金の残高も減少しているこ

とが分かります。
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１１　主要事業一覧

１　子育て・健康長寿を支えるまちづくり

民間保育所支援事業

放課後児童対策事業

２　安全・安心で、自然と共生した暮らしの実現

３　快適で利便性の高い持続可能な都市づくり

１－１　防災・危
機管理

27

道路管理事業 12,200 土木管理課 37

障害者地域生活支援事業

高齢者ゆめプラン策定事業 2,000 高齢福祉課 25

3,000

区分 事業名

災害対策事業

２－１　成人保健

後期高齢者医療特別会計繰出金

老人福祉センター事業

区分

３－１　公的医療
保険・年金

１－３　交通安全

防犯施設維持整備事業

湿地管理事業

一般成人健診事業

ぷらっとホーム事業

地域福祉計画推進事業

363

165,453

放置自転車対策事業

健康づくり事業

国民健康保険特別会計繰出金　

防災啓発事業 910

事業費（千円）

595,260

１－２　高齢者福
祉・介護保険

事業費（千円）事業名

介護保険特別会計繰出金
（介護支援ボランティア事業）

事業課

病児病後児保育事業

540,943

１－１　子育て・
子育ち支援

保育所施設整備事業

子ども・子育て支援事業計画策定事業

454,404 児童課

生涯学習課27,176

児童課

区分

81,046

748 福祉会館 25

16,620 児童課

2,200 児童課 24

ページ

23

28

26高齢福祉課

健康課 28

21

22

22

30

30保険年金課

事業課

39

39

40

生活安全課

道路建設課

１－４　防犯

１－２　交通対策

２－１　環境負荷
の少ない地域社会
の形成

12,600

2,879

市道整備事業

事業費（千円）

62,600

10,000

159,824

3,200

あんしん歩行エリア整備事業 7,500

ページ

20,703

120,000

河川堤防道路環境整備事業

自転車走行環境整備事業

福祉課

福祉課

27福祉課

健康課 29

29

484,589

事業課

保険年金課

危機管理課

危機管理課

生活安全課12,638

8,627

325,550

道路建設課

35

道路維持事業

37

36

道路建設課

都市計画課 34

ページ

32

31

34環境課

33生活安全課

32

１－３　障害者・
障害児福祉

１－４　地域福祉
2,114

2,360

２－３　自然環境
の保全

事業名

住宅用太陽光発電システム等補助事業

１－１　道路

いきいき健康プランにっしん２１推進事業 1,457 健康課

くるりんばす運行事業

道路建設課

土木管理課

38赤池駅前広場及び周辺道路改良事業

道路建設課
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４　暮らしを支える産業の振興

５　次代を担う人を育み、生涯学び続けられる環境づくり

６　市民自治力と行政経営力の向上

※　 網掛け事業は、「市制２０周年■」「子育て■」「健康■」「安全■」の関連事業を表しています。
詳しくは次ページをご覧ください。

学校給食センター

２－１　市街地の
形成

6,000

401,500

事業費（千円）

産業振興課

都市計画課

２－２　市役所周
辺整備

産業振興課

702,956

42

43

41

40

生涯学習課85,402

709

まちなかギャラリー事業 389 生涯学習課

8,408

市制２０周年記念事業 6,254 企画政策課

市民自治活動推進事業 600 市民協働課

52生涯学習課

53

３－２　国際化・
自治体交流 自治体交流事業 1,272 市民協働課 55

広報紙発行事業 24,413

56

2,905 秘書広報課 55

秘書広報課 54

54

52

生涯学習課

生涯学習課

51

7,000緑化推進事業（植樹祭）

2,815

事業費（千円） 事業課

47

区画整理組合設立支援事業
　　（東口論義・北のエントランス）

29,270

にっしん市民まつり開催事業 5,800

建築物耐震化促進事業

緑化推進事業

商工業振興事業

２－３　芸術・文
化の振興

２－１　生涯学習
の推進

区分

３－４　上・下水
道

１－２　学校給食

３－２　公園・緑
地

３－１　住宅

４－１　行政運営

１－１　広報・広
聴

区分

２－２　市民参
加・市民協働・大
学連携

１－４　観光・レ
クリエーションの
振興

日進市史編さん事業

子ども大学にっしん事業

市民表彰事業

事業名区分

有形文化財保護事業

高齢者学校事業

    32,303

事業名

事業名

学校給食センター施設・設備維持管理事務 787

２－４　文化財の
保護・活用

１－１　義務教育

41

43

3,056

     9,800

46

45

ページ

46

ページ事業費（千円） 事業課

48

50

47

ページ

51

49

50

区画整理課

ページ

区画整理課

市民協働課

事業課

下水道課

産業振興課

44

22,100

420

１－２　商業の振
興

市民会館管理運営事業

商工会地域活性化事業

にっしん夢花火開催事業

小・中学校管理事業 教育総務課

生涯学習課

49

特色ある学校づくり事業 900 学校教育課

272,630

学校教育課学校図書館運営事業 20,760

赤池箕ノ手土地区画整理推進支援事業

市役所周辺地域整備事業 都市計画課

建築課

20,670

下水道課

産業振興課

農業集落排水処理施設事業特別会計繰出金

下水道事業特別会計繰出金

63,177

区分 事業名 事業費（千円） 事業課
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● 健康づくり事業　（健康課：P．29）

● 湿地管理事業「湿地サミット開催」　（都市計画課：P.34）

● 商工会地域活性化事業　（産業振興課：Ｐ．46）

●にっしん市民まつり開催事業　（市民協働課：P.47）

●市制２０周年記念事業　（企画政策課：Ｐ．56）

● 保育所施設整備事業　（児童課：P．21）

● 民間保育所支援事業　（児童課：Ｐ．22）

● 放課後子ども教室開催事業　（生涯学習課：Ｐ．22）

● 子ども・子育て支援事業計画策定事業 （児童課：Ｐ．24）

● 小・中学校校舎等改修工事事業　（教育総務課：P.48）

市制２０周年記念事業

　日進市の「ハタチの誕生日」を祝うとともに、新たな魅力創出を進めます

　【関連事業】

子育て関連事業

　安心して子育てができるまちの実現を進めます

　平成２６年度は、市制２０周年記念事業と市の将来都市像である「いつま
でも暮らしやすいみどりの住環境都市」の実現に向けて掲げる３分野を重点
事業として位置づけ事業を実施する予定です。

他

他

　【関連事業】
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● 高齢者ゆめプラン策定事業　（高齢福祉課：P.25）

● 介護保険特別会計繰出金　（高齢福祉課：P.26）
（介護支援ボランティア事業）

● 一般成人健診事業　（健康課：Ｐ．28）

● 河川堤防道路環境整備事業　（道路建設課：P．39）

●高齢者学校事業　（生涯学習課：Ｐ．50）

● 災害対策事業　（危機管理課：P．31）

● 防犯施設維持整備事業　（生活安全課：Ｐ．33）

● 道路維持事業　（土木管理課：Ｐ．36）

● あんしん歩行エリア整備事業　（道路建設課：Ｐ．37）

● 建築物耐震化促進事業 （建築課：P.42）

　【関連事業】

他

安全安心関連事業

　安全・安心な暮らしの充実を進めます

　【関連事業】

健康長寿関連事業

　『元気な100 歳100 人』の健康長寿社会を目指します
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１２　主要事業概要

１－１　子育て・子育ち支援

◆保育園整備等事業
　　　　　　　　　事業費　20,045千円
　平成２５年度に実施した老朽度調査の結果
を踏まえ、老朽化に対応するため東部保育園
の改修工事を行います。また、北新田保育園
及び中部保育園に設置されている給食用リフ
トの経年劣化に対応するため改修工事を行い
ます。その他随時必要に応じて保育園修繕を
行います。

77,500
工事請負費 414,334

その他の経費 2,913
備品購入費

千円
財
源
内
訳

委託料千円
地方債
その他

千円
千円
千円

15,478

一般財源 151,904

主
な
経
費

東部地区新設保育園の建設工事、東部保育園の改修工事等を行います

千円
21,679

225,000
千円国庫・県支出金

千円事業費

千円

１　子育て・健康長寿を支えるまちづくり

保育所施設整備事業
児童課

454,404

（東部地区保育園整備事業、保育園整備等事業）

◆東部地区保育園整備事業
　　　　　　　　　事業費　434,359千円
　米野木駅前の土地区画整理事業による人口の大幅な増加や既存集落での就
学前児童数の増加等により保育サービスの拡充が求められています。この保
育需要に対応するため東部地区新設保育園の建設工事を行います。

改修工事を行う東部保育園
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児童課
民間保育所支援事業

（認可保育所補助事業）

27,021
財
源
内
訳

国庫・県支出金 21,160 54,025 千円
千円 補助金

事業費 81,046 千円

千円 主
な
経
費

委託料

その他
地方債

千円
千円
千円

一般財源 39,930 千円 その他の経費 0 千円
19,956

私立あかいけ屋下保育園に運営費補助を行います
　　(平成２６年４月開園)

放課後児童対策事業【拡充】
生涯学習課

（放課後子ども教室開催事業）

事業費 27,176 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 7,043 千円 主
な
経
費

保険料 1,295 千円
地方債 千円 委託料 24,600 千円
その他 8,302 千円 備品購入費 411 千円

一般財源 11,831 千円 その他の経費 870 千円

子どもたちが心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進します

　乳幼児の福祉を積極的に増進し市全体の保
育需要に対応するため、平成２６年４月に開
園する私立あかいけ屋下保育園（定員73人、
赤池町屋下地内）に、国と県から保育所の運
営に係る運営費負担金の交付を受け、保育所
の運営を委託します。
　また、児童の福祉推進を図るための児童福
祉事業実施に要する経費に対し補助金を交付
します。

　放課後等に子どもにとって最も身近な学校施設を活用して、子どもたちの
安全で安心な活動拠点を設け、地域の方々の参画を得て、子どもたちととも
に勉強やスポーツ・文化活動、地域住民との交流活動等の取り組みを実施す
ることにより、子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環
境づくりを推進します。
　様々な体験・交流・学習活動を通じて、子どもたちの自主性・社会性・創
造性を養うことを目的としています。

【実施校】
平成２５年度：竹の山小学校
平成２６年度：竹の山小学校、赤池小学校、梨の木小学校、南小学校

【実施時間】
平　日：下校時間から午後５時まで（希望者は午後６時まで延長）
休校日：午前８時３０分から午後５時まで（希望者は午後６時まで延長）
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児童課

事業費 16,620 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 6,766 千円 主
な
経
費

委託料 16,620 千円
地方債 千円 千円
その他 千円 千円

一般財源 9,854 千円 その他の経費 0 千円

病児・病後児保育を実施しています

　子育て中の人の仕事と家庭の両立を支援するため､社会的にやむを得ない理
由で病気または病気回復期にある子どもを家庭で育児できない場合に、一時
的に預かり、保育・看護するサービスを、対象児童に適切な処遇が確保され
る施設として、医療機関の設置する安定的な施設に委託します。
　年々利用者が増加傾向にあることから、平成２５年度当初予算より約２５
０人多い年間７５０人の利用者を見込んでいます。

 【委託先】　日進おりど病院（折戸町西田面地内）

病児病後児保育事業【拡充】
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児童課

事業費 2,200 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

委託料 2,200 千円
地方債 千円 千円

 子ども・子育て支援法などに基づき、子育て支援の充実を目的として以下の
事項についての計画を平成２６年度中に策定します。
 
【計画の主な内容】
　○幼児期の学校教育・保育の量の見込み、確保の内容、実施時期
　○地域子ども・子育て支援事業の量の見込み、確保の内容、実施時期　等

その他 千円 千円
一般財源 2,200 千円 その他の経費 0 千円

幼児期の学校教育・保育・地域の子育て支援の計画策定を行います

子ども・子育て支援事業計画策定事業【新規】

左：計画策定スケジュール
下：計画の位置づけ

（内閣府ＨＰより）
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１－２　高齢者福祉・介護保険

◆おたっしゃハウス事業　　　　　事業費　648千円

◆音楽ダンス祭事業　　　　事業費　100千円

高齢者の元気(おたっしゃ)を応援します

千円

648

一般財源 748 千円 その他の経費
その他 50

千円
千円

0

　高齢者が、元気(おたっしゃ)に生き生きと過ごせるように、軽い体操やカ
ラオケ等で高齢者の健康管理やふれあいを通じた生きがいづくりを応援しま
す。平成２６年度は、相野山、北部、西部福祉会館において月２回の開催を
月４回に拡充します。

　全福祉会館で活動しているダンスや音楽の団体等が、市制２０周年にあわ
せて岩崎台・香久山福祉会館に一堂に会し、日ごろの練習の成果を披露しま
す。
　また、各団体相互の交流と連携の場を提供します。

市制２０周年を音楽とダンスで祝します

千円 千円

2,000 千円

国庫・県支出金
地方債

財
源
内
訳

事業費 748 千円

千円

千円

主
な
経
費

消耗品費
委託料

50 千円

千円2,000国庫・県支出金

事業費

謝礼

千円

その他

老人福祉センター事業
（おたっしゃハウス事業【拡充】、音楽ダンス祭事業【新規】）

高齢福祉課

福祉会館

千円 千円
財
源
内
訳

千円 主
な
経
費

委託料
地方債

2,000 千円 千円

高齢者福祉と介護保険事業についての3か年計画を策定します

　老人福祉法と介護保険法に基づき、高齢者福祉計画と介護保険事業計画を
一体のものとして作り上げます。
　平成２６年度は、平成２５年度に高齢者の皆様に実施したアンケート結果
をもとに、日進市の状況、特に高齢者を取り巻く現況を踏まえたうえで、こ
れからの高齢者福祉のあり方を示すべく、向こう３年間（平成２７年度～平
成２９年度）の基本的な考え方、それぞれの計画の推進、介護保険事業の見
込み等の項目別に計画を策定します。

一般財源 その他の経費 0

高齢者ゆめプラン策定事業

25



※　この予算は、介護保険特別会計に計上されています。

千円

千円

繰出金 540,943主
な
経
費一般財源

千円地方債 千円

高齢福祉課

540,943 千円
その他

千円

千円
その他の経費 0 千円

住み慣れた地域での高齢者の生活を支援します

　高齢者が住み慣れた自宅や地域で尊厳のある生活を継続することができる
ように、介護給付に要する費用や地域包括ケア体制の強化、介護予防及び現
在要介護状態の方の負担の軽減・重度化の防止を図るための費用を介護保険
特別会計に繰り出します。

財
源
内
訳

国庫・県支出金

介護保険特別会計繰出金
（介護支援ボランティア事業）

（うち、一般会計からの繰出金　136千円）事業費

　高齢者の方の介護予防事業の一環として、ボランティア活動を通じ
て、地域貢献や社会活動に参加することで、生き生きとした地域社会を
つくることを目的とし、高齢者の方が市内の介護保険施設などでボラン
ティア活動を行った場合、活動実績に応じてポイントを取得し、一定の
ポイント数を貯めることにより交付金等を交付する事業です。

介護支援ボランティア事業【新規】 高齢福祉課

事業費 540,943 千円

1,083 千円

元気な高齢者を応援します
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１－３　障害者・障害児福祉

１－４　地域福祉

　障害のある人等が地域で自立した生活を
送ることができるように、就労支援などの
特にニーズの高い障害福祉サービスに対応
するため、事業者に対して、開設等に要す
る費用に補助金を交付し、社会資源の充実
を図ります。

千円

7 千円

委託料 1,650 千円
千円

その他の経費

千円千円
地方債

主
な
経
費

謝礼

千円
一般財源 2,114 千円

千円
千円

事業費 2,114

457

障害福祉の資源充実に向けて、民間事業所を支援します

3,000

これからの１０年。わたしのまちのしあわせづくりを進めます！

事業費 3,000 千円

障害者地域生活支援事業
福祉課

（新設事業所開設費助成事業）

主
な
経
費

補助金
地方債 千円

3,000 千円
その他

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円

一般財源 その他の経費 0 千円

　地域福祉計画は、平成１２年６月の社会福祉事業法等の改正により社会福
祉法に新たに規定され、平成１７年３月に第１次地域福祉計画（計画期間：
平成１７年度～平成２６年度の10箇年）を策定しています。
　平成２６年度で第１次地域福祉計画の計画期間が終了することから、国の
動向を踏まえながら、昨今の地域の実情にあった地域福祉の仕組みづくりを
構築するため、第２次地域福祉計画（計画期間：平成２７年度～平成３６年
度の１０箇年）を策定します。

福祉課

財
源
内
訳

国庫・県支出金

千円

その他

千円 千円

地域福祉計画推進事業
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２－１　成人保健

財
源
内
訳

主
な
経
費一般財源 151,343

千円 通信運搬費地方債 1,594

福祉課

対象年齢に該当する市民であればどなたでも検診を受けることができます。

◆がん検診推進の継続　　　　事業費　161,548千円
　働き盛りの世代に増加している大腸がんの早期発見のために、一定の年齢
の人を対象にがん検診無料クーポン券と検診手帳を送ります。
　また、節目の年齢に該当する人を対象に、各種がん検診の費用を半額にし
ます。
　そのほか、がん検診の受診促進のために、市民の目に見えるキャンペーン
活動等で普及啓発を行います。

千円

2,850

受けて安心　がん検診　明日の自分のために

千円
報酬

その他 5,345 千円 委託料 159,782

事業費 2,360 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

委託料

その他 千円

2,360 千円
地方債 千円 千円

千円
一般財源 2,360 千円 その他の経費 0 千円

ぷらっと、気軽に集まろう

一般成人健診事業
健康課

（がん検診事業・がん検診推進事業・成人歯周疾患検診事業【新規】）

事業費 165,453 千円

その他の経費 1,227 千円

国庫・県支出金 8,765 千円 千円

千円

　子どもから高齢の方まで誰で
も気軽に集まって趣味や談話が
楽しめる居場所である「ぷらっ
とホーム」を地域の皆さんで運
営する事業です。
　既に開設されている赤池、岩
崎台、五色園、東山、南ヶ丘地
区に続いて、平成２６年度に新
たに一ヵ所で開設する予定で
す。

ぷらっとホーム事業【拡充】

◆成人歯周疾患検診事業　　　　事業費　3,905千円
　歯周疾患の受診促進を図るとともに、歯周疾患の予防と口腔衛生の改善を
図り歯の喪失を予防するため、節目の年齢に該当する人に市内指定医療機関
において歯周疾患検診を実施します。
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健康づくり事業
（（仮称）健康都市宣言事業【新規】）

いきいき健康プランにっしん２１推進事業
健康課

備品購入費

（にっしん体操推進事業）

千円
地方債 千円 委託料 800 千円

国庫・県支出金 千円

千円
一般財源 1,457 千円 その他の経費 151 千円

主
な
経
費

謝礼

その他

千円
地方債

にっしん体操などを通じて健康づくりをすすめます

健康課

事業費 363 千円

その他の経費 84 千円
千円

138 千円
財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

謝礼
千円 備品購入費

財
源
内
訳

141

350千円

156

千円
その他 千円

◆にっしん体操大会等の実施　　　　事業費　1,107千円
　にっしん体操を通じた健康づくりをすすめるため、子どもから高齢者を対
象とした「にっしん体操大会」を実施します。また、体操の普及のための研
修会や出前講習会を実施するとともに、体操を自主的に実施するグループの
立ち上げ支援を行います。

◆「ヘルピー」着ぐるみの作成　　　　事業費　350千円
　健康づくりのマスコットキャラクターである「ヘルピー」の着ぐるみを作
成し、イベント等で活用することにより、健康づくり事業を効果的にすすめ
ます。

◆宣言文の作成
　どんな健康のまちを目指すのか、市民の皆さん
との協働によって作成します。

◆宣言イベントの開催
　平成２６年度は、第２次いきいき健康プラン
にっしん２１の計画初年度にあたります。市民の
皆さんが健康づくりに興味をもち取り組んでもら
えるよう、様々な事業を通じて市は支援をしてい
きます。

　日進市は、平成２２年の国勢調査の数字をもとに算出された平均寿命が、
愛知県内で男性が１位、女性が２位と県内トップレベルの平均寿命を誇りま
す。今後もこの誇るべき結果をさらに伸ばし、市民がいきいきいとした生活
を送ることができるように、市制２０周年を記念して、健康のまちづくりを
キーワードに子どもから高齢者まで、心身ともに健康なまちづくりをめざ
し、健康都市を宣言します。

事業費 1,457 千円

日々進めよう　一歩ずつ! 健康なまち、にっしん

一般財源 363
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３－１　公的医療保険・年金

0

一般財源
その他

一般財源

繰出金千円

0

537,057 千円

地方債

健やかな暮らしのため、医療保険を支えます

◆国民健康保険特別会計繰出金　　事業費　314,300千円
　国民健康保険財政の安定的な運営・強化を図るため、事務の執行及び医療
の給付に要する費用を繰り出します。

◆国民健康保険基盤安定繰出金　　事業費　142,289千円
　国民健康保険加入者のうち所得の低い方の保険料を軽減したことによる国
保財政の安定化のため、軽減分の費用を繰り出します。

◆出産育児一時金繰出金　　事業費　28,000千円
　国民健康保険加入者の出産にかかる費用を繰り出します。

0 0 千円

その他の経費

主
な
経
費

千円

後期高齢者医療特別会計繰出金

595,260

0

保険年金課

千円 千円

主
な
経
費

千円

0 千円その他の経費

千円

その他
377,874

0

千円
0 千円

千円

595,260

国庫・県支出金 106,715
地方債 0

千円

千円
千円

千円

484,589繰出金 千円

　

◆後期高齢者医療特別会計事務費繰出金　　事業費　20,654千円
　市が行う窓口、保険料徴収、高齢者健診等の事務の執行に要する費用を繰
り出します。

◆広域連合事務費負担分繰出金　　 事業費　13,649千円
　愛知県後期高齢者医療広域連合の運営に必要となる事務の負担金を繰り出
します。

◆後期高齢者医療保険基盤安定繰出金　　事業費　77,605千円
　所得の低い方の保険料を軽減したことによる財政の安定化のため、軽減分
の費用を繰り出します。

◆療養給付費市負担分繰出金　　事業費　483,352千円
　医療の給付にかかる公費負担金等市が負担すべき費用を繰り出します。

高齢者が安心して医療を受けられるようにします

財
源
内
訳

国庫・県支出金 58,203

千円

0

事業費

保険年金課国民健康保険特別会計繰出金　

財
源
内
訳

事業費 484,589
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１－１　防災・危機管理

3,822

大災害に備え、計画的に災害対策用品を配備します

　東日本大震災等の教訓を踏まえ、大災害発生時に特に必要となる飲料水、
トイレ対策を計画的に進めます。また、災害対策本部機能として欠かすこと
のできない非常用電源を計画的に確保します。

◆飲料水や食料の計画的な備蓄　　　　事業費　1,685千円
　飲料水は、飲み水として使用するだけでなく、負傷者に対する応急処置に
も欠かせないものです。「自分のことは自分で守る」の基本理念から、市民
一人一人の備蓄の啓発を図ると共に、避難所や救護所において必要となる飲
料水を計画的に確保します。
　また、避難所や救護所において必要となる備蓄食料についても計画的に確
保します。

◆トイレ対策　　　　事業費　3,972千円
　マンホールトイレを災害拠点施設に計画的に設置すると共に、使い捨てト
イレの利便性の啓発を図ります。

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円
地方債

千円

災害対策事業
危機管理課

　（災害対策用品購入事業、災害対策施設整備事業）

事業費 8,627 千円

3,000
1,805

8,627 千円 その他の経費

主
な
経
費

消耗品費

その他
一般財源

千円
備品購入費 千円

0 千円

工事請負費

◆非常用電源の確保　　　　事業費　2,970千円
　従来のガソリン型発電機に加え、カセットガス発電機、太陽光発電機等
様々な非常用電源を計画的に確保します。

２　安全・安心で、自然と共生した暮らしの実現

千円
千円

マンホールトイレの設置例

左：一般トイレ

右：障害者用トイレ
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１－３　交通安全

安心して利用できる自転車等駐車場の再整備を行います

一般財源 12,608 千円 その他の経費 0 千円
その他 30 千円 千円
地方債 千円 負担金 6,294 千円

千円 主
な
経
費

委託料 6,344 千円

安全教育の一環として「安心・安全マップ」を作成します

　市制２０周年事業の一環として、大災害時の備え、児童・生徒の安全確保
のため、通学路や避難路の危険箇所、防災設備等を記載した小学校区単位の
地域防災マップを作成します。

◆小学校区単位の防災マップの作成
　自主防災会等の協力のもと、児童生徒による各地区から拠点避難所となる
小中学校までの通学路や避難路のマップを作成します。

◆マップの発表と防災学習講演会の開催
　作成されたマップを発表すると共に、防災に関する講演会を開催し、防災
意識の高揚を図ります。

放置自転車対策事業
生活安全課

（駐輪場整備（有料化）事業）

事業費 12,638 千円

810 千円
一般財源 910 千円 その他の経費 0 千円

20 千円
地方債 千円 消耗品費 80 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

謝礼

その他 千円 委託料

事業費 910 千円

防災啓発事業
危機管理課

（防災マップ作成事業）

財
源
内
訳

国庫・県支出金

　赤池駅周辺の自転車等駐車場には収容台数を超え
る自転車等が集まってきています。また、無料のた
め、長期放置や盗難が多発し、防犯上も好ましくな
い状態です。これらを改善するため、自転車等駐車
場の再整備及び放置自転車等の撤去等を行い、市民
生活の安全と都市機能の低下を防ぎます。

◆赤池駅周辺自転車等駐車場の再整備
　　　　　　事業費　　　　6,294千円
　平成２５年度に引き続き、赤池駅周辺自転車等駐
車場の完全有料化に向け再整備を実施します。

◆自転車等の放置の防止に関する条例の的確な運用
　　　　　　事業費　　　　6,344千円
　赤池駅前や日進駅前周辺の自転車等放置禁止区域
内において、放置された自転車等の速やかな撤去を
行い、所定の場所に保管します。

平成26年2月1日にオープンした
赤池駅前の自転車等駐車場
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１－４　防犯

【参考】リースによる防犯灯ＬＥＤ化
　　　　（平成25年度実施）

　市では、平成２４年度に環境省の「小規模地方公
共団体LED化導入促進事業」の採択を受け、CO2削減
による低炭素社会の実現、安全安心なまちづくりの
推進を行い、経常経費節減による財政負担の軽減や
市内経済活性化と雇用促進を図るため、市内の防犯
灯６，５００基をリース方式により一斉にＬＥＤ化
しました。
　平成２６年度の当初予算には、防犯灯のリース料
として10,150千円を計上しています。

犯罪に対する抑止力の強化を図り、市民の安心感を醸成します

2,500 千円
一般財源 18,693 千円 その他の経費 0 千円

10,824 千円
地方債 千円 工事請負費 7,379 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 2,000 千円 主
な
経
費

使用料及び賃借料

その他 10 千円 補助金

防犯施設維持整備事業
生活安全課

（防犯環境整備事業、防犯カメラ設置費補助事業）

事業費 千円

　市民が安全・安心に暮らすことができるまちづく
りを推進するために、防犯灯・防犯カメラの設置を
行い、犯罪に対する抑止力の強化を図ります。

◆防犯灯の新規設置　　　　事業費　4,787千円
　昨年度実施した防犯灯のＬＥＤ化に引き続き、今
まで防犯灯が設置されていなかった場所への防犯灯
の新規設置を行います。

◆防犯カメラの設置　　　　事業費　3,266千円
　犯罪の発生を抑止するため、日進駅・米野木駅の
駅前広場へ防犯カメラを設置します。

◆防犯カメラ設置費補助金の交付
　　　　　　　　　　　　　事業費　2,500千円
　行政区や自治会における防犯カメラの設置につい
て、設置及び運用に関するガイドラインを示すとと
もに、設置費の補助を行います。

20,703

赤池駅前の防犯カメラ

ＬＥＤの防犯灯
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２－１　環境負荷の少ない地域社会の形成

２－３　自然環境の保全

　住宅用の太陽光発電システム、高効
率給湯器、太陽熱利用システムの設置
を補助対象とし、再生可能エネルギー
や省エネ機器の普及促進を図り、地球
温暖化対策を推進します。

住宅用太陽光発電システム等補助事業

事業費 2,879 千円

事業費 12,600 千円

環境課

財
源
内
訳

国庫・県支出金 1,152 千円 主
な
経
費

補助金 12,600 千円
地方債 千円 千円
その他 千円 千円

再生可能エネルギーや省エネ機器の普及を促進します

都市計画課

一般財源 11,448 千円 その他の経費 0 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 2,879 千円 主
な
経
費

謝礼 49 千円
地方債 千円 印刷製本費 2,000 千円

30 千円
その他 千円 委託料 800 千円

湿地管理事業【新規】

　市制２０周年を記念して、愛知県下の関係市町村
及び自然保護団体が本市に集い第２３回湿地サミッ
トを開催します。「いかに湿地を保護し、保存して
いくか」をテーマに交流を行い、知識を深めます。

　当日の前半は、市民会館においてシンポジウムを
行い、湿地保護のあり方について意見交換を行いま
す。

　後半は、湿地を現地見学し、シラタマホシクサ等
の本市を代表する湿地植物を出席者に紹介します。

第２３回　湿地サミットを開催します

一般財源 0 千円 その他の経費

補助予定件数

シラタマホシクサ
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１－１　道路

一般財源 169,163 千円 その他の経費 41,000 千円
その他 48,225 千円 物件補償費 62,800 千円
地方債 千円 工事請負費 188,250 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 108,162 千円 主
な
経
費

委託料 33,500 千円

道路建設課

事業費 325,550 千円

●市道東名側道南線（阿良池工区）整備事業　事業費　62,000千円

●市道黒笹三本木線整備事業　　事業費　147,950千円

　交通需要の増加に伴う交通渋滞を緩和し、安全かつ円滑な交通処理を図
るため、市内を南北に縦断し、香久山・野方・浅田や折戸を結ぶ幹線道路
を整備します。

●（都）野方三ツ池公園線整備事業　　事業費　20,500千円

藤島町を南北に結ぶ道路を整備します

３　快適で利便性の高い持続可能な都市づくり

三本木町とみよし市黒笹を結ぶ幹線道路を整備します

市内を南北に縦断する都市計画道路を整備します

●市道藤島１号線整備事業　　事業費　95,100千円

東名側道南線の道路拡幅・歩道設置を行います
　本路線は県道瀬戸大府東海線と名古屋豊田線を
結ぶ重要な補助幹線道路と位置付けられています
が、道路幅員が狭く歩道がないため、歩行者や通
行車両の交通安全対策として道路拡幅及び歩道設
置工事を行います。

市道整備事業

　市道藤島・藤枝線は、県道岩作諸輪線と県道名
古屋豊田線を結ぶ重要な路線ですが、道路幅員が
狭く交通量が多いことや、東中学校の通学路にも
なっていることから、交通集中の分散化や安全対
策を目的として新たに道路を整備します。

　日進市三本木町地区とみよし市黒笹地区を結ぶ
幹線道路の整備工事を行います。
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道路維持事業

老朽化する道路施設に対し、計画的な補修をします

千円
一般財源 29,050 千円 その他の経費 0 千円

千円 工事請負費 15,000 千円
その他 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 33,550 千円 主
な
経
費

委託料 47,600 千円
地方債

土木管理課

事業費 62,600 千円

　高度経済成長期に集中的に整備された道路施設（舗装・照明・標識・横断
歩道橋・擁壁等）が今後急速に老朽化するため計画的な維持管理・更新を推
進することが必要です。
　定期的な点検を行い道路施設の状態を把握した上で、対策の内容や時期等
を長寿命化計画として策定し、計画に基づき対策を実施することにより道路
施設の安全性を確保し長寿命化、トータルコストの縮減を図ります。
　平成２６年度は、国の社会資本整備総合交付金の交付を受けて、市内の道
路施設の点検や一部道路の修繕工事を行ないます。

【平成２６年度実施予定】
　○　道路ストック総点検（市内全域）
　○　舗装修繕工事（白山・黒石線の一部、南ヶ丘１号線の一部）

【平成２６年度以降の予定】

※ 平成27年度以降の予定は今後変更となることがあります。
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　愛知警察署、小学校、ＰＴＡ及び地元区と連携
しながら、路肩のカラー舗装や横断歩道の設置等
により、歩行者の安全な通行を確保します。

【平成２６年度以降の施工予定箇所】

道路管理事業
土木管理課

（橋梁長寿命化修繕事業）

その他 千円

　今後、老朽化し補修が必要となる橋
梁が増大し、このままでは、架替えや
大規模修繕が必要となります。
　このため、適時に適切な補修・維持
管理を行ない橋梁の長寿命化及び橋梁
の修繕・架替えにかかる費用の縮減を
図り、ライフサイクルコストを低く抑
えるため橋梁長寿命化計画を策定しま
した。この計画に基づき順次予防的な
補修を行っていきます。
　また、５年に一度、定期点検を実施
し橋梁長寿命化計画の見直しを行って
いきます。

歩行者の安全を確保します

一般財源 7,500 千円 その他の経費 0 千円

千円
地方債 千円 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

工事請負費

千円

7,500

道路建設課

事業費 7,500 千円

老朽化する道路橋に対し、予防的な補修及び架け替えをします

千円
一般財源 6,700 千円 その他の経費 0 千円

千円

千円
地方債 千円 工事請負費 10,000 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 5,500 千円 主
な
経
費

委託料

その他

2,200

事業費 12,200 千円

あんしん歩行エリア整備事業

平成26年度以降の予定

※ 平成27年度以降の予定は今後変更となることがあります。

通学路のカラー舗装

※ 平成27年度以降の予定は今後変更となることがあります。
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１－２　交通対策

　赤池駅前交通広場と周辺道路は、駅利用者が
集中し、朝夕の交通渋滞を招いています。
　駅利用者の利便性・安全性の向上と駅周辺の
円滑な交通処理を図ります。
　平成２６年度は、赤池箕ノ手土地区画整理事
業内を通る都市計画道路赤池箕ノ手中央線へ接
続する都市計画道路赤池駅前線等の改良工事を
行います。

一般財源 75,500 千円 その他の経費 0 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 44,500 千円 主
な
経
費

工事請負費
地方債 千円

事業費 120,000 千円

道路建設課

赤池駅利用者の利便性の向上と周辺道路の交通渋滞を緩和します

その他 千円
千円
千円

120,000 千円

赤池駅前広場及び周辺道路改良事業
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　健康推進、環境保護の観点から、自転車及び歩行
者の利用しやすい安全で快適な環境を整えるため、
堤防道路のカラー舗装整備等を含む基本計画を策定
します。

岩崎川堤防道路のカラー舗装整備等を行います

千円
一般財源 3,200 千円 その他の経費 0
その他

千円 千円地方債
3,200 千円

千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

委託料

千円

道路建設課
（岩崎川堤防道路整備事業）

事業費 3,200 千円

千円
一般財源 146,244 千円 その他の経費 100

河川堤防道路環境整備事業

　生活交通手段として、ご利用いただいている市内巡回バス「くるりんば
す」。安全で安心な運行を第一に、市内各地をくまなく巡り、市民の皆さん
の足を確保します。

千円 備品購入費 108 千円
負担金 155,512

4,104 千円

千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

委託料
地方債
その他 13,580 千円

くるりんばす運行事業
（市内巡回バス運行事業、地域公共交通総合連携計画策定事業、くるりんばすチョロＱ作成事業）

事業費 159,824 千円

生活安全課

安全で安心に利用できる移動手段を確保します

◆くるりんばすの確実な運行
　　　　　　事業費　141,745千円
　巡回バス：７コース、中央線：１コースの運行に
より、市内交通の確保に努めます。

◆くるりんばす路線再編に向けた調査の実施
　　　　　　事業費　13,975千円
　地域公共交通のさらなる利便性の向上・活性化を
図るため、（仮称）日進市地域公共交通総合連携計
画を作成します。本年度は、地域公共交通調査事業
を活用し、計画作成に必要な調査を行います。

◆くるりんばすのチョロＱ※の作成
　　　　　　事業費　4,104千円
　市制２０周年及びくるりんばす運行開始１５周年
を記念し、くるりんばすのチョロＱ※を作成しま
す。
（※チョロＱは株式会社タカラトミーの登録商標です。）

現在配布している「くるりん
ばす」のペーパークラフト

堤防道路カラー舗装施工例
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２－１　市街地の形成

　自転車道を整備することで、歩行者と自転車の利
用者に安全で快適な道路環境を整えます。
　平成２６年度は、県道岩崎名古屋線沿いの自転車
道から続く市道白山黒石線沿いの一部区間を整備し
ます。

　市街化区域内の低未利用地における計画的な市街地整備を支援し、市の西
の玄関口にふさわしい都市環境と居住環境の創造と道路、水路、公園等公共
施設の早期整備や改善を促進します。
　また、都市計画道路小田赤池線、赤池駅前線、赤池箕ノ手中央線の早期整
備を図り、交通需要に応じた道路機能の向上を図ります。

225,000 千円
0 千円

土地区画整理事業の推進を図ります

財
源
内
訳

千円 主
な
経
費

工事請負費 64,000 千円
地方債 千円 負担金 112,500 千円

国庫・県支出金 137,500

その他 千円 補助金

区画整理課

事業費 401,500 千円

その他の経費

赤池箕ノ手土地区画整理推進支援事業

一般財源 264,000 千円

道路建設課

千円

事業費 10,000

千円 その他の経費 0

千円

千円
財
源
内
訳

地方債 千円
工事請負費

その他

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

歩行者・自転車利用者の安全を確保します

自転車走行環境整備事業

千円
一般財源 10,000 千円

10,000 千円

自転車道整備のイメージ図
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２－２　市役所周辺整備

　リニモ古戦場駅・芸大通り駅や名古屋瀬戸道路長
久手インターチェンジに近接した交通利便性など、
当地区がもつ魅力や特性を最大限に活かし、日進市
の北のエントランス（玄関口）にふさわしいまちを
土地区画整理事業により整備していきます。
　平成２６年度は事業計画（案）の策定に必要とな
る地区界・現況測量を行います。

　「にぎわいのある中心核形成プロジェクト」の実現化に向け平成２４年度
に策定した基本計画により、市役所とその周辺地域を将来的に市街地化して
いくための検討を行います。
　また、交流軸と交流広場の概略設計を行います。

◆　「にぎわいのある中心核形成プロジェクト」部会による検討
　　　　　　事業費　2,000千円
　平成２３年度から、推進部会によりプロジェクトを推進する検討を進めて
きました。平成２５年度には、地元や商工会青年部・青年会議所・JAと意見
交換し、まちづくりビジョンの策定等を行いました。平成２６年度は、平成
２５年度の検討を踏まえ、実現化に向けた施策等の検討を行います。

◆　交流軸及び交流ひろばの概略設計
　　　　　　事業費　4,000千円
　部会での検討を踏まえ、市役所とその周辺地域の整備方針となる「市役所
周辺地域整備計画基本計画」に沿った交流軸及び交流ひろばの概略設計を行
います。

千円 千円
一般財源 6,000 千円 その他の経費 0 千円

地方債 千円 千円
財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

委託料 6,000 千円

計画的な市街地整備の準備を行います

市役所周辺地域整備事業
都市計画課

（市役所周辺地域整備事業、にぎわい交流広場整備事業）

事業費 6,000 千円

千円
一般財源 20,270 千円 その他の経費 0 千円

千円
地方債 千円 委託料 29,100 千円

170財
源
内
訳

国庫・県支出金 9,000 千円 主
な
経
費

報償金

その他 千円

29,270 千円

区画整理課

その他

事業費

区画整理組合設立支援事業
（東口論義・北のエントランス）

にぎわい・ふれあいの拠点を目指して！！
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３－１　住宅

　昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅及び建築物の耐震化の促進を
図ります。

◆民間木造住宅耐震診断及び耐震改修費補助事業　　事業費　52,105千円
　昭和５６年５月３１日以前に着工された在来軸組構法や伝統構法による木
造住宅を対象に耐震診断員を派遣し、無料診断を行います。さらに、市が実
施する耐震診断を受診した木造住宅のうち、一定の条件に該当する場合は、
耐震改修工事にかかる費用に対して、９０万円を上限として補助します。

　【無料診断予定件数】　１５０戸
　【耐震改修補助予定】　９００，０００円/戸×５０戸

◆非木造住宅耐震診断費補助事業　　　　事業費　1,072千円
　昭和５６年５月３１日以前に着工された非木造の戸建て住宅を対象に、耐
震診断にかかる費用に対して、８万６千円を上限として補助します。また、
戸建て以外の非木造住宅を対象に、耐震診断にかかる費用に対して、９０万
円を上限として補助します。

　【耐震改修補助予定】（戸　　建）　　８６，０００円/戸×２戸
　　　　　　　 　     （戸建以外）　９００，０００円/棟×１棟

◆公民館等の耐震改修費等補助事業　　　　　事業費　10,000千円
　避難所に指定されている公民館及び集会所を対象に、耐震改修費にかかる
費用に対して、補助します。平成２６年度は野方公民館の耐震改修を予定し
ています。

7,105 千円
56,072 千円

事業費 63,177 千円

その他 千円

建築課

一般財源 20,261 千円

建築物耐震化促進事業
（民間木造住宅耐震診断及び耐震改修費補助事業、非木造住宅耐震診断費補助事業、

　　公民館等の耐震改修費補助事業）

その他の経費 千円

主
な
経
費

委託料42,916 千円

千円
0

地震災害に強い建物を増やします

千円 補助金
財
源
内
訳

国庫・県支出金
地方債
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３－２　公園・緑地

　緑化に対する意識の高揚を図り、みどり豊かで快
適な環境づくりを推進するため、春の緑化強調期間
（４月１日から５月３１日）の中心行事として、愛
知県、（社）愛知県緑化推進委員会との共催によ
り、植樹祭を開催します。

【開催予定日】　平成２６年５月１７日（土）
【事業概要】

緑化推進事業

　今後、赤池箕ノ手地区は土地区画整理事業が進み
新市街地が形成されます。

　地区内には赤池駅前に繋がる（都）赤池箕ノ手中
央線を整備する計画があり、この幹線道路の沿道に
特別な緑化を施し、街に華やかさをもたらします。

　自然な四季の彩りを感じるイングリッシュガーデ
ンのほか、ハンギングバスケット等を取り入れ、地
区全体の風格を高め、緑あふれる街づくりを演出し
ます。

千円 その他の経費 0 千円

主
な
経
費

光熱水費 162

愛知県・日進市植樹祭を開催します

その他 千円

赤池箕ノ手地区の幹線道路を華やかに緑化します

1,004 千円
一般財源 8,408

千円

一般財源 4,000 千円

3,000 千円

負担金 1,500 千円
2,250

財
源
内
訳

国庫・県支出金

その他の経費 250 千円

3,000 千円 主
な
経
費

委託料
地方債 千円 工事請負費

7,242 千円

緑化推進事業（植樹祭）
産業振興課

（植樹祭開催事業）

事業費 7,000 千円

千円
地方債 千円 工事請負費
その他 千円 負担金

都市計画課

事業費 8,408 千円

千円国庫・県支出金財
源
内
訳

緑化のイメージ図

植樹の様子
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３－４　上・下水道　

千円
一般財源 702,956 千円 その他の経費 0 千円
その他 千円

千円
地方債 千円 千円

繰出金 702,956

千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

事業費 702,956

下水道課下水道事業特別会計繰出金

　平成２５年度に引き続き、南部処理区の下水道管渠整備工事を実施し、下
水道処理区域の拡大を推進します。また、面整備に伴う流入量の増加に対応
する南部浄化センターの増設工事、施設の老朽化に対応する北部浄化セン
ターの設備更新工事・監視設備工事・耐震補強工事を行います。更に、北部
浄化センターに包括的民間委託を導入します。

◆下水道管渠整備埋設工事
　・南部第１・第７汚水幹線埋設工事（659ｍ）
　・藤塚地区面整備工事（藤塚1・2丁目）
　・米野木地区管渠埋設工事
　・下水道長寿命化計画策定業務（市全体・詳細設計）

◆下水道施設維持管理事業
　・北部浄化センター包括的民間委託
　・北部浄化センター長寿命化改修工事
　　　　（沈砂池・主ポンプ・流量調整槽・監視設備）
　・北部浄化センター管理棟沈砂池耐震補強工事
　・南部浄化センター水処理（4池目）施設整備工事

快適な生活環境を目指します
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下水道処理施設での
　　　包括的民間委託の導入について

　公共下水道区域の２つある処理施設のうち北部浄
化センターと農業集落排水処理施設区域の相野山浄
化センターの２施設について、平成２６年度から包
括的民間委託を導入します。
　これまで、運転管理や清掃業務等をそれぞれ仕様
発注に基づく業務委託をしていましたが、包括的民
間委託では、放流水質などの一定の性能の確保を条
件として処理場の維持管理そのものを一括で発注す
ることにより、性能を確保しつつ維持管理コストの
縮減を図ることを目的としています。

千円
一般財源 2,815 千円 その他の経費 0 千円

2,815 千円
地方債 千円 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

繰出金

その他 千円

事業費 2,815 千円

下水道課農業集落排水処理施設事業特別会計繰出金

快適な生活環境づくりを行います

　施設の良好な運転に努め、適切に維持管理しま
す。

◆農業集落排水処理事業
　・包括的民間委託
　・機器修繕工事

包括的民間委託を導入する
北部浄化センター

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」
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１－２　商業の振興

商工業でも市制２０周年を盛り上げます

一般財源 15,670 千円 その他の経費 0 千円
その他 千円 千円

20,670 千円
地方債 千円 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 5,000 千円 主
な
経
費

補助金

商工業振興の方針を策定します

商工会地域活性化事業【拡充】
産業振興課

（商工会活動補助事業）

事業費 20,670 千円

千円
千円

一般財源 3,056 千円 その他の経費 0 千円
千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

謝礼 196 千円
地方債

千円

千円 委託料 2,860
その他

４　暮らしを支える産業の振興

商工業振興事業【新規】
産業振興課

（商工業振興方針策定事業）

事業費 3,056

　日進市第５次総合計画において、消費者のライフ
スタイルや価値観が多様化しているため、ニーズに
対応した経営や設備を備えた魅力ある商工業の活性
化が掲げられています。
　これを受けて、平成２６年度中に市民の購買動向
や購買意識、市内商工業の実態と問題点を調査し、
今後の商工業振興の方針を策定します。

　市制２０周年を記念し、商工会が発行するプレミ
アム商品券事業に対し助成し、市民生活を応援する
他、市内商工業の振興につなげます。
　その他、地域の活性化を図るため、商工会により
各種まつりや、購買促進事業等が実施されるのに伴
い、支援を行います。
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１－４　観光・レクリエーションの振興

ふるさと日進を感じるにぎわい（まつりと花火）を創ります

一般財源 9,800 千円 その他の経費 0 千円
その他 千円 千円
地方債 千円 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

補助金 9,800 千円

にっしん夢花火開催事業【拡充】
産業振興課

（にっしん夢花火実行委員会補助事業）

事業費 9,800 千円

市内で活動している様々な分野のお祭りを開催します

一般財源 5,800 千円 その他の経費 0 千円

財
源
内
訳

千円
その他 千円 千円

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

補助金 5,800
千円

市民協働課

事業費 5,800 千円

　まちの活性化と、世代や地域を超えた新しいコ
ミュニティづくりを目指す「にっしん夢まつり」に
は、幅広い年代にわたり多くの方々が訪れます。
　この「にっしん夢まつり」の開催にあわせて、お
まつりを更に盛り上げ、観光による経済効果を図る
ため、花火の打ち上げに対し、主催者の実行委員会
に対し支援を行います。

にっしん市民まつり開催事業

　市民まつりは、「産業まつり」「健康・福祉フェ
スティバル」「レクリエーションスポーツまつり」
「にっしん文化祭」「図書館まつり」「にぎわい交
流館まつり」の6つのお祭りを、市内4会場で開催し
ます。
　各々のまつりでは、市内の農商工業、芸能、文
化、スポーツ、市民活動等に携わるみなさんと行政
が協働し、世代を問わず多くの方に楽しんでいただ
けるような企画やイベントを開催します。

千円
地方債
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１－１　義務教育

◆教育施設の維持補修工事　　　　事業費　109,336千円
　教育環境の維持向上に努めるために昨年度から継続的に進めているトイレ
改修工事を行います。その他老朽化・不良箇所の確認を行い、改修工事を実
施します。

【平成２６年度施工予定箇所】
　・南小学校（北館）トイレ改修工事
　・日進西中学校（北館）トイレ改修工事
　・香久山小学校非常放送設備改修工事
　・消防設備改修工事
　・日進東中学校ダムウェータ改修工事

◆地震対策（体育館天井改修）工事　　　　　事業費　132,152千円
　東日本大震災での被害を受けて、文部科学省では屋内運動場の天井等落下
防止対策を推進しております。本市では平成２４年度に点検、平成２５年度
から改修設計を行い、本年度は改修優先度の高い３校の天井等落下防止対策
工事を実施します。平成２７年度での全校対策完了を目指します。

【平成２６年度施工予定箇所】
　・相野山小学校体育館天井改修工事
　・香久山小学校体育館天井改修工事
　・日進東中学校体育館天井改修工事

◆赤池小学校増築工事設計　　　　事業費　31,142千円
　赤池小学区の児童数増加に伴い、赤池小学校増築工事のための設計を行い
ます。

快適なトイレづくり・地震対策のための体育館天井改修をします

一般財源 85,736 千円 その他の経費 0 千円
その他 千円 千円

41,991 千円
地方債 118,900 千円 工事請負費 230,639 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 67,994 千円 主
な
経
費

委託料

（小・中学校校舎等改修工事事業）

事業費 272,630 千円

５　次代を担う人を育み、生涯学び続けられる環境づくり

小･中学校管理事業
教育総務課

【平成26年度以降の予定】

※ 平成27年度以降の予定は今後変更となることがあります。

トイレ改修ワークショップの様子
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　日進市の市制２０周年記念事業として、
市内全児童生徒と教師が協力し、各小中学
校で「ギネスに挑戦」と題した事業に取り
組みます。

各小中学校で「ギネスに挑戦事業」を実施します

千円
一般財源 900 千円 その他の経費 0 千円

主
な
経
費

補助金 千円
地方債 千円 千円

国庫・県支出金 千円 900

その他 千円

児童生徒の表現力・読解力の向上のため図書の充実を図ります

特色ある学校づくり事業
学校教育課

（小中学校ギネス挑戦事業【新規】）

事業費

一般財源 20,760 千円 その他の経費 0

　児童生徒の表現力・読解力の向上を目標と
し、図書館利用を促進するため、小・中学校
の学校図書館の蔵書の充実を図ります。

千円
その他 千円 千円

千円
地方債 千円 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

図書館用図書購入費 20,760

学校図書館運営事業
学校教育課

（小・中学校図書館用図書整備事業）

事業費 20,760 千円

財
源
内
訳

900 千円

学校図書館の様子
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１－２　学校給食

２－１　生涯学習の推進

シニア世代が心豊かに、規則正しく過ごせる環境づくりを目指します

千円
一般財源 420 千円 その他の経費 0 千円

千円
地方債 千円 消耗品費 60 千円

市制２０周年を記念したお祝い給食を実施します

生涯学習課

事業費 420 千円

一般財源 787 千円 その他の経費 0 千円
その他 千円 千円
地方債 千円 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

賄材料費 787 千円

学校給食センター施設・設備維持管理事務
学校給食センター

（お祝い給食事業【新規】）

787 千円事業費

　市内各小中学校の児童・生徒とともに市制２０周
年を祝うに相応しいお祝い給食を実施します。

【実施予定時期】
　平成２６年１０月１日
　　　　～１０月１０日までのうち１日

【献立（案）】
　赤飯・エビフライ・お祝いすまし汁
　　　　　　　　　　　　・セレクトデザート　等
　　※献立の詳細は変更することがあります。

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

謝礼 360

高齢者学校事業

　シニア世代の方が、集い、支え学びあうことは、
これからの心豊かな長寿社会を形成するためには不
可欠となります。
　地域のシニア世代の方に規則正しくいきいきと心
豊かに過ごしていただくために、地域コミュニティ
の拠点である小学校を活用し、高齢者学校を開校し
ます。
　昔通った懐かしい教室で、参加者の方同士や児童
との交流を深めながら、国語・算数から音楽や図
工・家庭科、校外での遠足などの楽しい活動を体験
します。

その他 千円

赤池小学校でのシルバース
クールの光景
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　市民会館は、これまで生涯学習や文化創造
の拠点という役割を担ってまいりました。各
施設とも高い稼働率を示しておりますが、老
朽化による不具合も随所にみられることか
ら、計画的に改修工事を行います。

【平成２６年度施工予定】
　・小ホール音響施設改修工事

子どもたちの知的好奇心を高める学びの場を提供します

千円
一般財源 709 千円 その他の経費 20 千円

千円 消耗品費 7 千円
その他 千円 委託料 522

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

謝礼 160 千円
地方債

文化創造の拠点を担う市民会館の改修工事を行います

生涯学習課

事業費 709 千円

千円
一般財源 22,100 千円 その他の経費 0 千円

千円 工事請負費 21,700 千円
その他 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

委託料 400 千円
地方債

生涯学習課

事業費 22,100 千円

市民会館管理運営事業

子ども大学にっしん事業

　次世代を担う子どもたちの「なぜ？」「どうし
て？」「もっと知りたい！」といった知的好奇心を
高める場を提供します。
　小学生を対象に、市内外の大学キャンパスを使っ
て、大学の先生が、普段聴くことのできない専門的
なお話を楽しく講義します。

折戸町笠寺山にある市民会館

平成２５年度のにっしん子ど
も大学の様子
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２－３　芸術・文化の振興

２－４　文化財の保護・活用

千円

780 千円
地方債 謝礼 15,764 千円

15,222

市民財産である貴重な歴史資料を未来へつなげます

一般財源 32,303 千円 その他の経費 537 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

賃金

その他
千円
千円 委託料

生涯学習課

事業費 32,303 千円

「まちなかギャラリー」で文化芸術活動環境の充実を図ります

千円
一般財源 389 千円 その他の経費 0 千円

千円
地方債 千円 千円

389財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

備品購入費

千円

生涯学習課まちなかギャラリー事業【新規】

その他

事業費 389 千円

　第５次総合計画の重点プロジェクトの一つに位置
づけられている『にぎわいのある中心核形成プロ
ジェクト』の一環として、平成２７年度に旧市川家
住宅の土間スペース等を利用した「まちなかギャラ
リー」を開設します。
　平成２６年度は、開設に必要な備品を購入し、平
成２７年度のオープンに向けて準備を進めます。

　日進市史の「自然編」と「民俗編」を市制２０周年である平成２６年度に
刊行します。
　昭和５８年に刊行された「日進町誌」の検証を行った結果、移り変わりが
著しく、市民の関心が強い「自然」「民俗」分野について、市域の風土、市
域に生きる過去・現在の人々の生活を掘り起こし、的確に記録し、後世に伝
えるため、平成２２年度から約３年間にわたり実施した調査や集めた資料を
もとに市史を編さんします。

日進市史編さん事業

まちなかギャラリーのイメージ

市史編さんに関する資料の整理の様子と資料の一部

52



　市では、江戸時代に伝統的構法で建築され大きな改造をされないまま約２
５０年経過した歴史的建造物である旧市川家住宅（野方町東島）の寄贈を受
け、保存活用事業に着手しています。
　歴史的建造物は、地域固有の歴史や風土を伝える貴重な文化財であり、こ
れを次世代へ伝えるために活用に主眼を置き、生涯学習の拠点とする保存活
用計画に基づいた設計により、必要な措置を講じるための改修整備工事を行
います。

財
源
内
訳

国庫・県支出金

有形文化財保護事業
生涯学習課

（歴史的建造物保存活用事業）

事業費 85,402 千円

20,026 千円 主
な
経
費

委託料

その他
地方債 千円 工事請負費 75,908 千円

千円
千円 備品購入費 594

その他の経費 1,063

7,837 千円

地域の歴史を現在に伝える「旧市川家住宅主屋」を保存活用します

千円
一般財源 65,376 千円

【日進市初の登録有形文化財(建造物)】
　国の文化審議会は、旧市川家住宅主屋ほ
か全国で１７３件を国登録有形文化財とし
て登録することについて平成２５年７月１
９日に文部科学大臣に答申し、平成２５年
１２月２４日に正式に登録有形文化財とし
て登録されました。

旧市川家の主屋全景 古民家活用ワークショップの様子

昭和初期に撮影された旧市川家
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１－１　広報・広聴

２－２　市民参加・市民協働・大学連携

市民こぞってのまちづくりを目指し、参加型イベントを行います

◆市民活動祭
　まちづくりに関わる市民活動団体・学校・行政などが一堂に集まり、ボラ
ンティア活動や市民自治活動の取り組みを紹介し交流を深めます。市制20周
年の節目の年に、これまでの市民自治活動の歩みを振り返り、余暇を生かし
て何かをはじめたい方、自分の得意分野を生かしたい方には、新たに活躍の
場を見つけていただくためのイベントとします。

一般財源 600 千円 その他の経費 0 千円
その他 千円 千円

委託料 600 千円
地方債 千円 千円

見やすく、わかりやすい紙面で市政情報をお届けします

市民協働課

事業費 600 千円

一般財源 22,933 千円 その他の経費 0 千円
その他 1,480 千円 千円

24,413 千円
地方債 千円 千円

６　市民自治力と行政経営力の向上

秘書広報課

事業費 24,413 千円

広報紙発行事業

　毎月１回「広報にっしん」を発行し、市内全世帯
に市政情報や地域の情報を、図表や写真を活用して
わかりやすくお知らせします。

◆（仮称）尾三地区情報コーナーを新設
　日進市だけの情報ではなく、豊明市・みよし市・
東郷町とも連携して各地で開催されるイベント情報
なども掲載していきます。

◆市制２０周年記念号を発行
　本年１０月の市制２０周年にあわせ、市の紹介記
事や年表などを掲載した市制２０周年記念号を発行
します。
　　【発行日】　　　平成２６年１０月１日
　　【発行部数】　　３８，０００部

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

委託料

市民自治活動推進事業

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

市制１５周年記念特集
（市広報2009.10.1号）
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３－２　国際化・自治体交流

４－１　行政運営

平成２６年１０月４日（土）
日進市民会館　大ホール
・市政に対して功労のあった方々の表彰
・市内関係団体や市民による各種アトラクションを開催

　【開催日】
　【開催場所】
　【式典内容】

市制２０周年記念式典を行います

一般財源 2,905 千円 その他の経費 277 千円
その他 千円 委託料 1,808 千円

千円
地方債 千円 消耗品費 87 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

記念品 733

川俣町の子どもたちとの交流を通じてつながりを深めます

市民表彰事業
秘書広報課

（市制２０周年記念式典開催事業）

事業費 2,905 千円

一般財源 1,272 千円 その他の経費 0 千円
その他 千円 委託料 1,080 千円
地方債 千円 消耗品費 3 千円

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費

普通旅費 189 千円

市民協働課

事業費 1,272 千円

自治体交流事業

◆川俣町児童交流事業
　福島県川俣町の子どもたちを招待し、これまでの
スポーツ交流とは違った形で本市の子どもたちとの
交流事業を行います。
　川俣町の子どもたちから直接話を聞く機会を持
ち、知り合うことで、これまで以上につながりを深
めるきっかけをつくります。

　市制２０周年の節目として記念式典を開催し、市民の皆様と共に、市政の
発展を祝い、郷土に対する愛着や誇りをはぐくみ、さらなる市政発展への気
運を高める機会とします。
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みんなで祝おう　日進市のハタチの誕生日

　日進市は、市制20周年を迎えます。平成２６年度は、新しい時代への出
発、さらなる発展に向けた飛躍の年と位置づけ、市民、事業者、大学等多く
の皆さんと一緒に日進市の「成人式」を祝い、市の新たな魅力の再発見や今
よりももっとこのまちを好きになってもらえるように、様々な記念事業を実
施します。

一般財源 6,254 千円 その他の経費 973 千円
その他 千円 補助金 3,000 千円

消耗品費 1,900 千円
地方債 千円 委託料 381 千円

企画政策課

事業費 6,254 千円

市制２０周年記念事業

◆市制20周年記念事業推進市民会議
　各種記念事業を市民との協働により実施するた
めに「日進市制２０周年記念事業推進市民会議」
を設置して、様々な記念事業をまちを挙げて祝い
盛り上げます。

◆シンボルマーク制定
  日進市のイメージをデザイン化したシンボル
マークを制定します。シンボルマークは、広報紙
や各種事業をはじめ市民の皆さんにも多く活用し
ていただき、本市への愛着やイメージアップ向上
につなげます。

◆７大学連携学長記念講座
　日進市と連携協定を結ぶ７大学が、「日進市制
２０周年７大学連携学長記念講座」を各大学の
キャンパスで開講します。

財
源
内
訳

国庫・県支出金 千円 主
な
経
費
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